
 
 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 インマヌエル王子キリスト教会  牧師：松井元始・牧子 
 〒114-0023 東京都北区滝野川 1-41-6  Tel 03-3910-4529 

 HomePage： https://igm-ouji-church.jimdo.com/ 

 E-mail： immanuelojichurch@gmail.com 

 銀行振込：みずほ銀行 王子支店 普通 1364893 

     信仰の創始者であり完成者であるイエスから、目を離さないでいなさい 【へブル 12:2】     

2022 年 10 月 16 日（第 3 主日） 
インマヌエル王子キリスト教会 週報 №67-42(3398) 『用いられる器』 (テモテへの手紙 第二 2 章 20-21 節) 2022.10.16. 

＜はじめに＞ 「用いられる器」とは、教会・クリスチャンの間では独特の響きを持つ言葉です。どん
な時・場面で使われるでしょうか。あなたは用いられる器でしょうか。また、用いられる器になりたい
ですか。それは誰から見て、どのようになれば「用いられる器」なのでしょうか。 
Ⅰ 多種多様な器(20) 
①器は道具 

文字通りなら皿・鉢など入れ物や道具を、派生して人物の働きや才能・器量を指します。
使う側が意図・目的に合致する器を取り出して用います。時には、器の所期の意図目的
とは異なる応用・流用もされます。 

②大きな家には(20) 
大きさ・形・絵柄、材質、用途が違う、多種多様な器があります。活用頻度も異なり、使い
勝手の良いものもあれば、ここぞの場面でしか使わないものもあります。いずれの器も、
主人が使うために買い求め、手元に置いています。 

③私たちは器 
エレミヤ18 章には陶器師と制作中の器に、神と私たちの関係をたとえています。聖別され
た器を乱用したため、災いが身に及んだ故事もあります(ダニエル 5 章)。パウロは「私たち
は、この宝を土の器に入れています」(Ⅱコリント 4:7)と証ししています。 

Ⅱ 自分自身をきよめる(21) 
①周囲にあるもの 

「これらのことから」(21)は何を指しているのでしょう。16-18 節には、「俗悪な無駄話」から
人々は不敬虔に陥り、自分だけでなく周囲までも巻き込んで信仰から逸脱してしまう実例
が描かれています。主イエスから引き離そうと企む動きは私たちの周りに数々あります。 

②離れよ、避けよ 
「主の御名を呼ぶ者はみな、不義を離れよ」(19)との主の声は今も響き渡っています。この
手紙には「避けなさい」と何度も勧められています(16,22,23,3:5)。私たちに巧妙に忍び寄
る逸脱と誤用・乱用から自分を守るためには、何に心すればよいのでしょう。 

③聖別する 
私たちを造られた神は、目的と個性をそれぞれに賦与されました。それぞれの器・道具に
は特性があり、取り扱い方があります。自分がやりたいようにではなく、神が望まれることに
同意して自分を当てはめることです。それを別の言葉で何と表すでしょうか。 

Ⅲ 神がきよくされる(21) 
①聖なるものとされ 

器はそこに盛られる料理・品を入れる容器に過ぎません。宝はキリストです(Ⅱコリント
4:7)。神のために聖別された器を、神は聖くしてご自分の栄光のために用います。キリスト
のすばらしさは、その器をも輝かせます。 

②主人にとって役に立つもの 
使い勝手の良い器・道具を主人は大切に扱い、重用します。尊いことに用いられるとは、
人前に立ち、見栄えのする、かっこいい場面に活躍することでしょうか。これはあくまでも
主人の視点で見るべきです。その点でも私たちはきよめられることが必要です。 

③良い働きに備えられたもの 
神の働きは多岐に及び、その場面・状況にふさわしい器を求められます。だから多種多
様の器を主は手元に置かれているのです。主は、自らが為そうとされる働きに間に合う器
を今も備えようとされています。 

＜おわりに＞ 尊いことに用いられる器は、役職や経歴、結果で判別できるとは限りません。その人
を通して、測り知れない力が神のものであって、私たちから出たものではないことが明らかに
なる聖い器を、主は求めておられます。(H.M.) 
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 前奏・黙祷 

 招 詞 イザヤ書 12 章 1-2 節 （旧約 1186） 

 賛 美 天なる喜び （インマヌエル 289） 

 交 読 詩篇 89 篇 38-52 節 （旧約 1028） 

 主 の祈 り・使徒信条  

 聖書朗読 テモテへの手紙 第二 2 章 20-21 節 (新約 427） 

 牧者公祷 (換気を行います) 

 説 教  『用いられる器』 松井元始牧師 

 応答のとき  

 賛 美 いかなる恵みぞ かかる者をも （インマヌエル 351） 

 頌 栄 父・御子・御霊の （インマヌエル 7） 

 祝 祷  

 後奏・黙祷  

*          *          * 

 報 告  

 

【献金は週報に添付の封筒を用いて、入口の献金かごにお入れください】 
 
 〈司会〉 〈奏楽〉 〈受付〉 〈聖書朗読〉 〈感謝祈祷〉 

【第 1 部】 松井師     

【第 2 部】 松井師     

 

配信をご覧になれない方には CD を後日お届けできます。お申し出ください。 

 

【第一部】 午前 9:00-10:00 

【第二部】 午前 11:00-12:00 

(第二部は YouTube 同時配信) 


